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〔方法〕ラットの胸髄を露出し New York University Impactor により第８－９胸髄に挫滅損傷を加えた。大腿骨・
脛骨より骨髄細胞を採取、遠心分離により骨髄単核球細胞を回収した。損傷から１時間後、ラットの脳脊髄液腔に骨
髄単核球細胞（5×10^6 個）を移植した。対照群の脊髄損傷ラットには細胞懸濁に用いた細胞培養液のみを投与した。
ラットの後肢運動機能を Basso-Beattie-Bresnahan（BBB）locomotor rating scale で評価した。損傷部脊髄組織に
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の有効な治療法の一つとしてヒトヘの臨床応用が大いに期待される。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 脊髄損傷は生活の質を著しく低下させる重篤な外傷である。近年、脊髄損傷に対し細胞移植療法が動物実験で有効
とされているが臨床応用に向けて解決すべき問題が残されている。骨髄単核球細胞は簡便に採取し治療時機を逃すこ
となく自家移植できる。本研究において申請者らは、臨床の損傷形態に近いラット脊髄損傷モデルを用いて急性期に
骨髄単核球細胞を移植しその効果を行動学的・組織学的に評価した。具体的には第７－８胸髄損傷１時間後に骨髄単
核球細胞を脳脊髄液腔に移植したところ、損傷後７日目までに移植群で後肢の運動機能が有意に改善した。損傷後３、
７日目では神経軸索の損傷が抑制されていた。３日目に脳脊髄液中の液性因子を調べたところ神経保護効果を有する
肝細胞増殖因子が増加、炎症性物質の一つ TNF-αが低下していた。本治療法は、臨床応用により急性期の脊髄損傷
に対して神経保護を促し機能予後の改善に寄与する可能性が期待され、学位の授与に値すると考えられる。 
